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１．はじめに 

情報通信研究機構で開発したＰＣベースのＶＬＢＩ端末「Ｋ５／ＶＳＳＰシステム（旧称ＩＰ

－ＶＬＢＩシステム）」は、インターネットを利用した実時間ＶＬＢＩを目標としたシステムで

ある。システム開発は１）観測データをハードディスクに蓄積し、観測終了後、データをネット

ワーク（インターネット）経由で転送し相関処理を行う、２）観測データをハードディスクに蓄

積すると同時にネットワーク速度に応じた速度で転送し相関処理を行う、３）観測データを直接

ネットワーク転送し、相関処理を行う、という段階を踏んで行われている。現在、開発は第２段

階を迎えており、第３段階も試験的に行

われている。本報告ではこうしたＫ５／

ＶＳＳＰ開発の現状および将来計画につ

いて述べる。 

 

 

２．Ｋ５／ＶＳＳＰ運用形態 

 Ｋ５／ＶＳＳＰシステムによるＶＬＢ

Ｉ観測は現時点ではハードディスクにデ

ータを記録し、観測終了後にデータを相

関処理局にインターネット経由で転送し

たり、場合によってはハードディスクそ

のものを宅配便等によって直接送付して

いる。この運用形態を図１の「オフライ

ン処理」として模式的に示している。電

波を空から降ってくる雨に例えると、漏

斗がアンテナの役割を果たし、バケツが

レコーダー（Ｋ５／ＶＳＳＰではハード

ディスク）を表す。オフライン処理では、

蛇口を開けている間（観測をしている間）

は、何もせず、蛇口が閉じられるか満杯

になった後、人出を介して処理センター

までバケツを運ぶ（ＦＴＰ伝送または宅

配便等による輸送に相当）。一方準実時間

や実時間処理では、雨水をバケツ（桶）

に溜めながら、同時に処理センターまで

水道管で運んでしまう。途中の水道管が

十分太ければ、一旦溜めておく桶は必要

がなくなり、漏斗と水道管を直接つない

でも水があふれることはなくなる。この

状態が完全な実時間処理の状態である。

この場合、水道管で直接接続する仕組み
図 1 Ｋ５／ＶＳＳＰ運用形態の模式図。オフライン
処理ではバケツに見立てたハードディスクデータを

直接運ぶか、ＦＴＰで伝送する。実時間・準実時間

処理では、データをハードディスクに蓄えつつネッ

トワーク伝送する。 



がインターネットを介しての実時間伝送であり、この部分の開発を現在行っている所である。 

 

３．実時間伝送 

 現在開発中の実時間伝送システムは観測局側ＰＣで動作するＶＬＢＩサーバーソフトと相関

処理またはデータ収集を行うＰＣで動作するＶＬＢＩクライアントソフトで構成されている（図

２）。 
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図 2 開発中の実時間ＶＬＢＩシステムのソフトウェア構成。観測側ＰＣでＶＬＢＩサーバーソフ
トが動作し、相関処理（またはデータ収集）側ＰＣでＶＬＢＩクライアントソフトが動作する。 
 

ＬＢＩサーバーソフトはＶＬＢＩクライアントの要求に応じて観測の制御やデータ転送制御を行

。ＶＬＢＩクライアントソフトはサーバーに対して観測およびデータ転送を要求する。さらに相関

理プログラムを制御し、サーバーから送られてくる観測データの相関処理を行う。データ転送プロ

コルはＴＣＰ／ＩＰを使用しているがＵＤＰの使用も可能な作りとしている。さらに国際ＶＬＢＩ

業（ＩＶＳ）で標準化を進めているＶＳＩ－Ｅと呼ばれるフォーマットに準拠したデータフォーマ

トでかつＲＴＰと呼ばれるリアルタイムデータ転送専用のプロトコルを使ったシステムの開発も

っているところである。 

．終わりに 

Ｋ５／ＶＳＳＰシステムで完全な実時間ＶＬＢＩシステムを達成するためにはネットワーク

送速度が重要な要素であるが、ソフトウェア相関処理速度も重要な鍵となる。相関処理速度に

してはＰＣの性能向上やネットワーク分散処理により、十分実時間処理が可能な速度となって

ており、ソフトウェア相関処理によるインターネット実時間ＶＬＢＩの実現も間近であろう。 
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